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ひで トー く へ 中 エー・ ベ ーー 一 師 貴 避 村 KG 


GUE 


青い 空 に ゆっ くり 流れ る 雲 。 明る く 輝 < 
ゆく 。 楽園 こと いう の は 、 き っ と こん な 
な 波 の ゆら ぎ を 乱す か の よ 
[ 流 物 が た だ よっ て いだき 
の 少年 が 流れ つく 。 


まさ に 楽園 と いう べき 風景 の な 
ガ を 水鳥 が 1 汐 横 切 つ て ゆく 。 
その お こう に は 、 陸 が 見 える 。 


ヽ ペー 
「 だ い へ ん だ / 」 
遠 こ か ら 見 守る 子 
ども た ち 。 驚 き 顔 
島 の 3 人 。 3 


。 人 へ パロ 頭 守 机 = 


| き uldrcNS 計 。 ひ と 


つい だ の は 、 ま だ が 幼 
る 少年 だ っ た 。 死 
\ る の だ ろう か が 。 女 
知ら せ に 走 つ だ 後 
動か な い 。 


え 間 な く 響 きわ た る 機械 の ノイ ズ 。 牧歌 的 な 前 
的 に 、 重 苦し い ム ー ド が 全体 を 支配 し て いる 。 こ こ は 工 業 都市 バル 
テ ュ ス 。 工場 王 の 下 に 、 ま る で 人 間 を 歯車 の よう に 使っ て 工業 化 を 


進め 、 人 々 は 享楽 と 退廃 を 極め て いる 。 し か し そん な 社会 体制 を 打 
がら 破 し よう と 、 地 下 に 潜伏 する 革命 集団 が あっ た 。 
評 街 少年 は その メン バー の 一 員 だ っ た の だ 。 

ゞ が あ 
沿い ら 
今 し 
夜 げ 
も な 
人 灯 


) の よう に 部 選 を 組み 立 
て る 作業 員 だ ち 。 


ノー ク 1 、 
飾り 窓 の な か ガ で は 、 妨 婦 だ ちの 1 


笑い 声 が 絶え る こと は な い 。 


7 で 5)。 ン 


策 い 巡っ RONOOV 開 閣 天 昧 
む N0S 革 "くり US べ 収 G 宛 
っ HeD ぐ 虹 っ ふい " 


飾り 窓 の な か を 眺め る 男 だ ちの うつ し ろ る 
を 通り すぎ る 少年 。 前 の 場面 の 少年 だ 。 


s ひ ご ES 護 は 


滞 は 坦 . パ は は ご は び 


「 ア ルフ オン ス / 食料 を 持 「 な ん だ 、 ユ ー ド 
っ て きだ よ 」 か ……」 。 男 の 表 
情 が や わら ぐ 。 


。 ひ ご 計ら 叶 対 


叶 す りら 琶 迷 導 葉 旭 山 


突如 、 闇 空 が 足ら され 警報 が 街 じ ゅ うに 鳴り 響く 。「 反 逆 
は 許さ れ ぬ つ / 」 工場 王 の 姿 が 浮 び あ が つ た だ た 。 


NSKNS に よさ 【 ン 7) ヨ 


s 軸 オ の uH 泊 和信 04 。 人 計り 罰 
棚 は 内 寅 ら で 員 f ア ー ロ 
「 こ り 一 尋 S 論 時 ふさ 出 」 


「 ア ルフ ォ ン スー /」 
飛行 船 で 空 に 浮 びあ 
が る コード 


炊 ご 飛行 船 。 砲撃 
の 間 、 発 見 され て し まう 


「 う わあ --- つ / 」 飛行 船 は 、 煙 こ 炎 に つつ まれ て し まつ だ 。 ユ ー ド 、 絶 体 絶命 の 危機 / 


ティ と の 出会い 


「 う わあ っ //」 ユー ド は は ね 起 
か ら 逃 れ て きた と きのこ こと を 夢 に 見 て 、 
っ た の だ 。 目 が 醒め た と ころ は 、 見 知ら ぬ 村 だ っ た 。 そ 
し て そこ で ユー ド は 、 自 分 を 介抱 し て くれ た 心 や さ し い 
美 少 女 に 出会う 。 彼 女 の 名 前 は ティ ア 。 彼女 は 、 レ ジス 


ド 天 タン ス の 同志 アル フォ ンス の 妹 だ っ た 。 
PA 

る 羽 

美 配 

少 げ 

女 に 

。 


ユー ド の 前 に 現れ だ 少 
女 は ゃ 「 き 、 き み は ぐ 」 


「 熱 の ほう は …… P 
「 あ 、 いや 0 


Br ン 


「 熱 は さ が び つ だ み だ い ね 、 よ か 
+ つ だ 」 。 ホッ と する ユー ド 。 


ユー ド は 、 ハ ツ と し て \ 
壮 和 ね る 「 こ 、 ここ は マ 』 い 


JJ 感 対 中 


「 証 さ ざ 財 で (rrJ/r 二 選 3 


「 そ れ で …… 
な つて し まつ だ ん だ 。 だ か ら …… 


「Nu(t 対 貼 


麗 。 呈 基山 


「 3 引 學 ざさ OX 出 で 
、S の いり 過 計 ざ (KH」 


。 誕 ほ 時 本 下 
人 A ハ で ざ 「 末 すさ コ 」 


」 


4 


「 そ うか じゃ あ 、 だ どり つい だ ん だ 。 


「 テ ィ ア / じゃ 
あ 、 き み が ガ ア ル 


ング 
ョ コ の 居城 の クン グイ 
場面 は 、 工 業 都市 バル テ ュ ス 。 都市 の 中 心 部 、 街 和 
塔 の 最 頂 部 に は 、 工 場 王 モー ロッ ク の 寝室 が ある 。 こ 


怪し げに 動く 女 の 体 。「 間 
下 / 」 カー テン の 向こう の 
人 影 が 話し か ける 。 


抱き な が ら 部 下 ガ ビシ エー ル の 報告 を 聞く モー ロッ ク の 姿 が あっ た 。 
蛇 の よ うな 仮面 を つけ 、 独 哉 者 の よう に バル テ ユ ス を 支配 する 男 、 
それ が モー ロッ ク だ 。 彼 は 報告 を 聞き な が ら も 表情 ひと つ 変 え ず 、 
女 を いた ぶり 続け る 


EE 
em いか 


te 人 ヨ ョ に ひご) 
が 


y へ Se 
WI 


り 


攻 叶 8 芝 8 由 ロ 


s の : 
sOaw 箇 は > ロニ 理 


有 
の 
ビ 
到 
大 
な 
3 
の 
塔 W 


fJ 


「 ほ お 、 ル ジ ユ テ か が 。 ご この 私 に は お が う と は ……。 お る ろ 
ガ 者 ども が / 始末 し ろ / 」 彼 の 表情 は 変わ ら な い 。 


に ガ 
と ん 
5/ 
HE 
チ '| 
オル 
を の 
さ 報 
せ 告 
だ も 
ま 女 


ガ ビ シ ェ エール 「 例 の 者 は 、 
東 の ル ジ コ ュ テ と いう 村 に 逃 
げ こ ん だ 様子 で す 」 


ゆっ つく ぐり と 腰 を 沈 


し だ い に 激 し く 腰 を 上 下 し は じ め る 。 
イヴ エッ ト の あえ ぎ に 合わ せ て 、 イ フェ ラチ オ か ら か ら だ を 起こ し て 向き を 変え る イヴ ェ エ 
ヤリ ング や 髪 の も が 揺れ る 。 ツ ト 。 作 中 で は 出 て こない が 、 設 定 で は 名 前 が ある の だ 。 


シン / ノ 


で 


果て だ よう に 前 に 伏し を イヴ エッ ト 
の 尻 に を ガ け る モー ロッ ク 。 


「 あ あつ / 」 モー ロッ ク の 指 づ 
か い に 思 わざ ず 上 半身 を 起こ し 、 
問 え る イヴ エッ ト 。。 


右手 を 抜 て ニモ ー ロ ッ フ 。 
指 に 光る 女 の 愛 液 。 


ガク ツ と 崩れ て 、 肩 で 息 
を する イヴ エッ ト 。 


モー ロッ フク に 抱き つい て 
乳房 を 押 し つけ al 


左足 に 手 を が け 、 抱 いた だ 
まま 立ち 上 が る ac o い 


「 あ あ 、 モ ー ロ ツン 様 」 
し か し 嫌 そ うに 顔 を そ 
お ける モー ロッ ク 。 


導 ど コ 

寺 ま うえ 

打 し え 

ちい い 

寺 り の 
1 ー ` 「 あ あー つ /」 激 し く 腰 懇 
ンー とう を 動か みす モ ー ロ ッ ク と イ と // 


ヴ エ ッ ト 。 


立ち 去 ろ うう こと する モー ロッ 
に さら に 求め る イヴ エッ 
ト 。 「 イ ヤ 、 も っ と /…… 


泣き 出す 彼女 を 無視 し て 、 
冷酷 に 寝室 を 後に する モー 
ロッ クタ 。 


| も 

可 GHG ら AS*Y 三 
Ii トト HKG 志 嶋 選 
搬 G+6R* 


リン 


気 持ち よさ そう に 、 風 に 区 
_。。  。 、 カ れ て いる ティ ア 。 彼女 は 
まる で 光 の よう に まぶし い 。 


髪 に ま を や る ティ ア 、 腕輪 に 気づい て 
左腕 に 水 昌 石 が 光る 。 「 お や ゃ 」 ご 
う 顔 を し て …。 

「 そ の 腕 輸 は 」 
= 「 兄 さん か ら の 
贈り 物 な の 」 


「 ヴ イト ゥ ルウ ィ ス の 水 昌 つ 
て いう の 。 大昔 は これ で 機械 
を 動 ひ し だ ん で す つ て 」 


「 じ p 避 箇 刀 p 拓 け 思 
い ソ つ S” 栓 則 つ り 選 0 
ぐつ 仏 尋 い りこ SG]」 


2 1 こ YSfvJGF SYO 
補っ 叶っ レ VIGK 居 
向 調 考 乱 …… 


| 全 


こう か ガ ら 音 る 


突如 、 


和 


丘 の お む 
テ ュ ユ ス の 船 


バル 


に 姿 を 現す 巨大 な 了 


行 


… 志 当 天 の ひび 雪 0 は WC で) 。 
ヽ Hr テ アート の ひ 舌 ざ 澤 人 紹 埋 


TYOI 


「 バ ル テ ユ ス の 飛行 船 だ 。 
逃げ る ん だ 、 テ ィ ア / 」 


画面 を 横 切 つ て ゆ ぐ 飛行 船 。 
その 巨大 さがわ か る 場面 。 


突 
然 
切 
り 
96 
うり 
だ 
ガ 
出 
て 
し 
ま 


… ン 9 下 側 さき 議 df 手 SS) 。 「 て 


JSI」 


突然 ル ジ ュ テ の 村 に 出現 し た 飛行 船 。 ユー ド と ティ ア は 、 バル テ ュ . 
ス に 連れ で いかれ て し まう 。 ふた り が そこ で 見 た も の は 、 空 一 面 を 
、 本 う ス モッ グ 。 決し て 止ま る こと の な いと 思わ れる 工場 の 機 要 群 。 
気 を 吹き 出す 巨大 な 溶鉱炉 。 そ し て 、 怪 物 の よう な 機械 に 従属 す 
還 粒 生ま され 放っ た ディア に と ら 全 計 


巨大 な 機械 群 の あい だ で 、 せ わ 
し な ぐ 働 く 作業 員 だ ち 。 


4 
「 こ ご 、 こ れ が バル テ と 
# ュ コス マ ]」 不安 げに 寄 も | 
# の そう ティ ア 。 ォ 
4 
加計 
か きま 
- 


に 
ツー | 


7 2 6 
眼 ま で ぐり ひろ げ ら れ 
る 信じ られ な い 光 景 を 
無言 で 見 つめ る ティ ア 。 


0 ぽ R 


o 


こら れる ティ ア 


に 連れ て 


I 


| 部 下 に は さま れ 、 王 の 間 


塔 。 先 端 


の / 


え 
モー ロッ ツ ダ [よう こそ ぞ 、 


還 
は スモ ッ グ の 中 。 

雪 の 上 の モー ロッ フク フ 
わが バル テ ユ ス へ 」 


そ び 


「0 具 G+6 心 各 宮 入 ^ 6 得 柚 
G 下 りこ 避 りや で 


画 
S 
出 


遇 人員 
I ト ヾ やら いり の 礼 号 ” ナ 辻 区 DSN9HG 玉 
り 明 人 で N9" NNIJ 包 疲 呈 叫 刺 PDG お 7 邊 
四 G 臣 固 的 呈 再 直角 範 ポーロ NG 感 福 
08? [HODTJND で 篤 ミ I ト HK て 1? 
上 羽 く 玖 図 つり "やり 言 トト ? つ 到 つ NG 恥 家 態 選 由 一 
ロロ NG 護 借 ぐり 冊 民 りこ 私 選 じ つ HID……| 9 


「 あ な た ね 兄さん や 村 の 
人 を 連れ 去 つ だ の は / 」 


不気味 な 装飾 の 玉座 に すわ 
ティ ア を 見 下ろ す 。 


り 、 


ガチ ャ ヤン / 砕け る ワ 
イン グラ ス 。 「 気 の 強 
い 娘 だ 。 気 に い つ だ 」 


「 ヽ で 箇 計 ざさ S」 
「 計 G 二 の 8(T 釘 > め ) 
ロビ ニ パ ざ 骨 し 忠 」 


_。 抽 導 
ーー クツ /m 


[連れ て いけ / 」「 い や ご つ / は な し て っ つ /」。 テ 
イア の 腕 を つか お 部 下 。 必死 で 抵抗 する ティ ア 。 


「 明 だ わ / 」 「 嘘 だ と !? この バル テ ユ ス で は 、 働 け ば 
働い た だ け の 金 と 快楽 を 得る こと が で きる の だ /」 


ティ ア 「 そ ん 
な の いら な い 
わっ つ / 村人 へ 
帰し て 」 


いや らし い 口 元 。 テ イア を 
どう し よう と いう の か 


ゃ も 


と 藤和 れ ば な れ に な っ て し まっ た ユー ド は 、 薄 暗い 宇 獄 
牙 禁 ざれ て じじ まっ た 。 あ わ て て 鉄格子 に 飛び つく が 、 重 た い 金 属 

音 が 宇 獄 に こだま する だ け ……。 テ ィ ア は 、 ア ルフ ォ ン ス は ご どう な 

っ た の だ ろう 落胆 する ユー ド 。 … と 、 そ の と 

き 、 ナ イフ で 石 を 削る 音 が する 。 そ し て 、 ezo 関 較 ンタ ーー 

石畳 が 持ち 上 が っ た / グー ーーー 

前 シン ンジ ン ン ググ. 

人 還 計 詳 放 汐 の こび ぴら が 開か れ 、 石 叶 

_。。 Sg 


鉄格子 の 窓 は 非情 に 閉じ ら 
れ だ 。 上 か ら も れる 光 -…。 


アコ 


「 わ あつ っ / 」 そ こ に 突き 飛 
ば され る ユー ド 。 


「< そ こっ /」 怒っ て コー 較 識 
ド は 飛び か か つて ゆく 。 
を 


「 テ ィ ア を どこ へ 連れ て つ だ 」 
鉄格子 を つか みか か る ユー ド 。 


「 入 一 

陸 い 所 
G 軒 ] 
も ト YIRIO 吉 い 
で っ 財 じ ス 四 篤 り 本 人 心 り 
る ESEiTEESIeY 
つら 
ー,0 選 ヨ 


「e cc-」K 隊 括 MV 
人 KG っ じ つ 6D* 


ーー 居 ao 


「 つ い ^ 苑 公 ロー」 昌 
中 久生 の じじ ロ 天 
箕 10Q だ じ つ 6 い 避 " 


り 


ゃ 」 アル フォ ンス の 次 だ けが そこ に は な か つた だ 。 


「 ユ ー ド 、 アル フォ ンス は 
ーー ここ に は いな い ……」 
起 し げに うつ お く バ ム 。 


e ひ は は で 列 潜 通 類 の さ 


で 競 8 ビ ニニ 。 主 り 盲 事 「 で Au」 


「 よ か つ だ 、 み ん な 無事 で 。…… で 、 ア ルフ オォ ンス は 


| ユー ド 、 も う 一 詞 を 振り か えつ て 「 ス ラー ン /」 。 な - 


「 オ レ だ ちや も 訪 れ な いで くれよ /」 声 の ほう を 
振り の か える ユー ド 。「 ニ ッ ク /」 


が かしい レジ スタ ンス の 仲間 を ち が そ ろ つ て いた だ 。 


s は 0H 叶 GSdO0W で CO 内 次 旭 . 


_ nrS ざ いい ー コ 。 ツーMi>J9 < 
Vi 千世 。・「… ラ ラク 」 


と 少 対 洒 叫 


り 
だ 
す 
ド 


る 
骨 
内 
舞 
思 
走 


則 〇 は ご 誕 恒 


シリ ュ ユ グ ブ 「 助 け だ そう と し だ ん 
だ が …… お そ か つ だ 」 


「 え えっ ん 」 が ぐ 然 と 
、 ,。。 する ユー ド 。 あ の アル 
『 ユ ー ド 、 どこ フォ ンス が 
驚い て 呼び か がけ 
る リム 。 


「cGtOMCJrTS テー 
い TO ロロ てこ ツ 


シリ ユ グ 、 ス ラー ン の ほう を 見 て … 

「 ス ラー ン 、 爆 弾 の 用 意 は いい か ゃ 」 
「 ク ラー ドウ ゃ 」 [アル ラ オ シン スガ 
街 の 人 々 の だ め に 造 つ て いた 人 体 機 
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ブ ネ ブ ネ し た 内 装 だ つた 。 


ティ ア は それ ほど 変わ つて いな い 。 
の プレ スレ ッ ト は 最初 、 ネ ッ 
クレ ス と いう 設定 だ つた だ の だ 。 


< 登場 人 物 だ な ち 。 ティ ア と アル フォ オ 
ンス の チチ 供 時 代 も 見 える 。 物 語 ご は 
出 て こ な か つっ だ も の も ある 。 


プラート ゥ の 初期 設定 ( 下 の 写真 )。 
ーッ 格闘 を 意識 し て いる の だ ろう が 、 
ーー ヨロ イ の 武者 の よう な スタイル 。 


工場 都市 パル テ ュ 仙 


ス か ら モ ー ロ ウッ ウ | どこ 生 人 
の 居城 を の ぞ で お 。 馬 言 』 。 で 
不気味 に そびえ る 本 ーー 
王 の 塔 。 mn 


ア 、 モ ー ロ ッ ク の 初期 設定 。 


コー ド ト 


ミ さ ^A TIKG 拉 つ っ 眉 峡 ロー ロー テツ う 心 る る 
) 革 で に や お で で 上 " 回せ 直 田 ロー ロト 
公選 居 s ぃ e 日 吐 設 民 く ミト TH KS で 塗 重 つ 
SS” ヤキ つ ヤ ” 在外 つ レ ン で SN 避 導 る る 半 7 
届 で トロ ゴ R で 

ロー ンー で 避 p 柚 "S 丸 介 tem/ 餅 皿 油 に 


回 公 甘 っ る 台 さ せく さ I ト HK て 枚 で で 
じ つ #en” ヤリ レト マト” 直上 SG て トー ロ 


操 つ いや の て ビレ つ enG 思 で 5 

1 民 R ロ ーー ゼ 店 で te 公 ” 中 本 で 財 品 5 
いせ 如 ゴ ” 畠 息 G 臣 所 札 選 に 思 カ ロー ロ へ 
唱 素 剛 つ ー も の ルン トト 字 綻 技 he? 

づつ 公 つや リロ 装 愉 8 妃 全 0 ロー ロ 人 へ の 由 
十 NQT る ろ 上 させ 更 表 加 起 …" 


デイ 


アア 


「 こ の くら い の 感 じ で …」 な 
どの 書き 込み が あちこち に 。 


モノ クロ ・ ペ ー ジ は 、 バ ル テ ュ ス の 
メイ キン グ ・ オ ブ ・ キ ャ ラク ター。 
30 分 の 作品 し いっ て も 、 こ れ だ け の 
数 の 案 が 検討 きれ て いた の だ 。 監 督 
の 牧野 行 洋 氏 、 作 画 ・ キ ャ ラク ター 
デザ イン の ふる た し ょ うじ 氏 の コメ 
ント も 興味 深い 。 


エ ィ ブ 
2 
る IN 』 
\ 消 
二 で ヽ 


ニ S(T 兄 玉 
MS 陸 斉 。 剛 十 拉 G ヽ 出 


s 同 是 S(t 計 | 


ティ ア の ヌー ド 。 も ちろ ん 、 ビ デオ の 

中 に は こん な シー ン は な い 。 
モー ロッ ク と 比べ て コドモ 
に な ら な いよ うに 、 と の 指 
示 が ある 。 


「 テ ィ ア っ て いう の は 、 ご く ふ つう の 自然 を 愛す 
る 少女 で すね 。 ず ー っ と ル ジ ュ テ で 生れ て 育っ た 
素朴 な 少女 っ て いう か ん じ 。 で も 、 両 親 と 兄さん 
が バル テ ュ ス の 街 に 出稼 ぎ に 行 つ ち ゃ っ て 、 ひ と 
り で 住ん で いる ん で す 」( 牧 野 行 洋 監 督 )。 


スト ー リ ー 後 半 は 、 テ ィ / 
ア は 男物 の シャ ツ を 着 て 
いる 。 % 


原画 の 人 が 描く だ め に 、 

ティ ア の シャ ツ の 着 こ な 

し を 細か ぐ 指 示 。 ダ 
うお の 。 ビデ で は 
こん な に バッ チリ 見 
な か つ だ の だ 。 


この 作品 の 登場 キャ ラク ター の な か で 、 
ほとん と 変更 が な か っ た の が スト ー リ ー 
の ヒロ イン で ある ティ ア 。 バ ル テ ュ ス と 
ル ジ ュ テ の 対比 を 際立た せる キャ ラク タ 
デ 湊 。 

「 そ れ で も 初期 設定 で は 、 も っ と 幼 な か 
っ た ん で す 。 だ いた い 、 中 学生 ぐら い 。 
で も 、 あ ん まり 幼く する と ロリ コン っ ぱ ぽ 
く な っ て アプ ナイ の で 、16 一 |7 歳 ぐら い 
に 引き 上 げた ん で す 。 そ れ と 、 彼 女 が 髪 
の 毛 を 縛っ た パタ ー ン と いう の は 、 わ り 
と 早く か ら 固 まっ て いま し た 。 た だ 、 ユ 
ー ド と ティ ア の 逃 赴 シーン な ん か は 髪 が 
乱れ た ほう が いい の で 、 ほ どい た ん で す 。 
顔 は 、 ハ ヤリ の 絵柄 と は ちょ っ と 違い ま 
すね 」 と 、 ぶる た し ようじ 氏 。 


7 條 を と っ 


242 ー 


「 ユ ー ド は 、 機 械 いじ り が 好き な 元 

気 な 少年 し いう イメ ー ジ で す 。 それ 
で 街 に あこ が れ て バル テ ュ ス に 行っ 
て 、 働 いて いた 。 カ ラー イメ ー ジ ボ 
ー ド の 彼 の 部 屋 は 、 彼 ら 6 工員 た ちの 
寄宿 舎 な ん で す よ 。 塔 の ふも と に あ 
る ん で す 」 (牧野 監督 )。 


s 図 還付 S ア ー ト | 者 ほ 
人 で (TUO'U 下 で O は の 画 


/ ぎ を い < の | 
JA て ト 08 


1 
3。 バス ト ア ッ プ に し た と 
a ー き の 頭 と 体 の バラ ンス 。 
脱出 の と き の テ ィ ア と コー ド 。 0 
ユー ド の シャ ツ の 汚れ に 注目 。 ンー へ 、 ーー の 


「 発 明 や 研究 の 好き な 少年 が そ 

の まま 大 きく な つ だ 」( ゾ 野 監督 

と いう アル フォ ンス 。 レジ スタ 

ンス で は 、 武 器 や 機械 な ど を 作 | 、 ユー ド の 百 面相 。 こ れ は 初期 設定 な の で 、 ユ ー ド の 顔 は ビ 
つ だ り 直 し だ り し て いた メカ ニ し デオ に な つた も の より も 子ども つぼ い 。1213 歳 ぐら い に 
ツク 的 な 存在 だ つ だ の だ 。 見 えて し まう の だ 。 わ ん ば ぱく ぐ 坊 主 と い つ だ 感じ 。 


モー ロッ フク の 衣 迷 、2 
タイ ブ 。 右 は ティ ア を 


犯し だ と き の も の 。 0 
「 欠 yi 


「 モ ー ロ ッ ク っ て いう の は 、 今 の 地 
位 を 一 代 で 築い た ん で は な く て 、 先 
代 の 事業 を 引き 継い た ん で す 。 それ 


だ け に 、 階 級 意 識 が し みつ いて し ま 
wt っ て いる 。 言 うな れ ば エリ ー ト で す 
ルル 3 ね 。 顔 の 傷 は 、 子 ども の ころ か ら の 
は マメ も の で す 」( 牧 野 監督 )。 
3 仮面 着用 時 の モー ロッ ツク 。 正 面 と サ Nu 
9 イド 。 凹凸 が よこ わか る の だ 。 ゃ ー ーー 


/ 代 其 同 


串 S 当 靖 | 交 さ ミロ ー 中 」 


に 
ー 


ご これ が モー ロッ フク の 初期 設定 。 小 指 を 立て る 癖 ご これ は 顔 全体 を 覆う 仮面 。 少 女 鉄 仮面 伝説 みた 
が あつ だ の だ 。 変ら な い の は 月 型 だ け 。 い 。「 ヘ ル メ ッ ト や 義手 と いう 案 も あつ だ 」。 


里 ペ へ 亜 き 可 、 


に 
ン 


03 


の と へ ぃ 滞 生 陸 と 史 装 思 吉 と 
do きま ANS で NN 
ご 


es 中 AA の は さ は 


太 と 
日 ご 


人 型 の 外見 。 マ ント を 着用 し て いる 。 操作 性 は 小男 モー ロッ ク と 彼 が ふだん 乗り こん で いる 人 
悪く 、 取 つ 組 合い な ど は で き な い らし い 。 型 。 こ ご れ て 大 男 に 見 せる こと いう 案 。 し か し 没 / 


( 凶 ご つ た て は の らら >) 
「 叶 Aa こ は て 生 〇 た 半 主 団 
宮下 ざす ざき ざる び うき 叶 へ 


叶 は ANS で NVYU AS は 
で へ 陳 層 AS ば の と 


人 @ 村 の 子供 た ち 
@⑯ イ ヴェ エット 』 


妥 、 


5 と 、) 4 遇 1 

ン 2 【 

6 。 電 才 

-- 物語 の 冒頭 に 登場 し だ 子供 だ 
| 昌 剛 大 ち 。 実は 名 前 が ある の だ 。 
イヴ エッ ト の ガー ター 人 。 ) 7 し 
な ん と も な まめ か し い 。 
@ レ ジス タン ス た ち 
! > の 


全裸 で モー ロッ フ の お 相手 を 務め て 「 リ ー ダ ー の シリ ユ グ は アル フォ ン 
い だ が 、 ネ グリ ジェ エ 次 も あつ だ た 。 ス の 親友 」( 牧 野 監督 ) 。 

す の 2 温 療 寺 。 @ バ ル テ ュ ス の 労働 民 た ち 

人 稼 生 ル み 々 描こ 

半 羽 プ だ 人 ゆ D き で 

の の た っ ュ っ “生き ち 

居 人 街 ス 活 れ ょ 8 1 ン 2 

住 で て て に な っ 伏 ィ 

区 成 工 つか と 癌 と 

は りん ル ん 場 で つ の に な で 

塔 立 ジ 労 て た 時 出 く 

の っ ュ 働 お 「 間 て み い 

まさ て チ 者 生 パ の 

わい の が を ル 関 う デ ンク 

り る 村 住 う テ 係 で イィ 1 ー 

に ん か む か ュ ユ 上 あ ケ as 

あ で ら た が ろ ス 作 タテ ン 


rr 入っ 芝 人 の 拭う ) 


Co 
い 】 


が ピラ テー/ と 


レル フ と は 、 ユ ー ド と 手 の 扉 越 し に し ゃ べつ 
て い だ 人 。 ガ ビシ エー ル は 他 よ り 格 ガ 上 だ 。 


クー トラ 


< こそ を 。 


人 @ 旭 婦 こ 男 


ユー ド の 回 想 シ ー ン の 中 に 登 
場 し だ 娘 婦 と 男 。 


こ - ノ \ 


ツタ ダン 6 フ 


ンダ 後 ら は モー ロッ フ に や と わ 
れ だ 起 装 し だ 私 兵 らし い 。 


げ ッ で 寄 ち き 中 っ 
ら ク も 和 宿 若 り に て 
れ の 生 者 と 住 
な 私 快活 も 階 ん モ 
い 兵 楽 を あ 級 で 1 
ん が を し こ が い 豆 
で 警 与 な が あま ッ 
す 工 え が れる す ク 
こし らら て ご こと その 
衝 て れ 働 物 ま を 部 
野 い だい に だ た だこ 下 
誠 る り て や に だ た 
准 り いつ っ つ ユ は ち 
イ て イ 万 まで 1 は 
ーーs と さき 1 すき ド は 塔 
S 逃 " “て だ っ の 


こう We 表 る > 委 キュ トト 


30 分 と いう 時 間 と は いえ ぇ 、 絵 ユン テ 、 
原画 、 作 画 な ど 通 常 の アニ メ と 同じ 
手間 を か け て バル テ ュ ス は 製作 きれ 
て いる 。 こ こ で 紹介 し て いる "NG" 
な ど は 絵 コ ン テ 前 の も の 。 その 時 点 
か ら 、 こ の 作品 の た め に 何 枚 も の イ 
ラス ト が 描か れ て の (の だ 。 


これ は 絵 コ ン テ が 仕上 る 前 に 描か れ だ 巨大 飛 「 ス トー リー が 30 分 に お さま ら な く て コン テ 段 階 で 縮 め た ん で 
行 船 。 深 海 用 潜水 艇 の よう で ある 。 す 。 ユ ー ド と ティ ア が 逃げ る シー ン は 最初 、 も う 少し 長かっ た 
ん で す 」( 牧 野 監督 )。 ト ロッ コ に 乗っ た ふた り 。 


「 メ カ と 飛行 船 の 原型 

を 考え た の は 牧野 くん 

で す 。 そ れ を 僕 が 手 直 

し する か た ち で 仕上 げ 
て いき まし た 。 な る べ = 計 

く 宮崎 ( 駿 ) さん に よ 「 

く あ る パタ ー ン に な ら 


な いよ うに 、 い ろ い ろ 
苦労 し まし た ね 」 

と 語る の は 、 ふ る た し 
よう 氏 。 


謙 S68 人 の SGE ス ター ト 


下 の # 2 より は ひと まわ り の 
大 きい 小型 飛行 船 。 結 局 合 
われ な か つた だ 。 


ユー ド と ティ ア を と ら え る だ た め 、 巨 大 飛行 船 か ら 発進 する 
と いう 設定 で 描 わ お れ だ も の 。 サカ ナ の よう な スタ イル だ 。 


モー ロッ フ の 寝室 に ユー ドガ が 突 
入 し た だ とき の も の 。 1 人 乗り 。 


煙 を 吹き 出す 列車 砲 。 横 に 対比 の た め ク ラー ト 
ゥ が 描か れ て いる 。「 最 初 は 列車 多 で は な く て 、 


敵 も ロボ ポッ ト て 対抗 し て くる 予定 だ っ た ん で す 
よ 」( 牧 野 監督 )。 


2 間 人 僅 モ ー ロ ッ ク の 仮面 


た か が 小物 と 思う な か れ 。 な に ば げ ば な 
《 見 落と し て し まい そう な も の で も 
ひと つ ひ と つ 細 ご ま と 、 て いね い に 
設定 され て いる の だ 。 

「 モ ー ロ ッ ク の 仮面 も 、 質 感 や 形 を 
変え て 2 一 3 パタ ー ン で らい 検討 し . 
まし だ 」( ふ る だ し ょ うじ 氏 )。 = モ _OAA 


_- 決し て UP に は な ら な い 部 分 も snx _ グ . 付議 
0 材質 や 思 呈 な どの 設定 が ある 。 
* マク 


_ 信 村 の 動物 た ち 


@ ミ ズ ト リ 


キー ニー 


2 は 


オー プ ニ ン ツ に 藤 据 ずる き ( wa ニー テー デ 
ズ ト リ 。 足 も 描い て ある 。 


い ( IL トビ ヨロ イ ウ サギ な ど ネ ー ミ 
NN 0 ーー TP ング が か わい い 。 


io 


し wsss 


に NAA 
[ か AN 

決定 稿 の も の は 模様 の 位置 が 、 い 」 

若干 下 が つ て いる よう だ 。 (キア = ゲス と > た) 


・ ざ ネッ クレ ス 案 が プレ スレ ッ ト に 。 
ご これ も 数 検 討 され だ 。 


SE ww 付い Y エキ 4 に さ ヽ 


@ ク ラー ト > (初期 設定 ) 
Nr 


初期 は 手 の 指 も らち 本 あつ て 今風 。 モビ ルス ー ツ ・ タ イブ だ つ だ 。 


@ 敵 の ロボ ッ ト (初期 設定 ) 


フラー トウ と 戦う は ず げ だ つ だ モー ロッツ 
ク 側 の ロボ ッ ト 。 煙 突 が かわ いい 。 


中層 


に | 
KG つ wk 


oo 
N マ ロー 中 


mr 。 サ TS は ペー この と ーー の 時 きとう 計 


S 叶 と いき と せい みさ 


( 品 要 量 居 )「 上 AA さて mm 


六 関 闘 ら ケーMINY 


さっ 団 き ) 選 っ 温 き 引 S ふ ひみ w 呈 を 寺 聞 . パ デ ミ 北 


ロロ っ 村 さ き 数 SNN 半 斑 SG ぶ " さ マ デー や 


AS 中 さき 手 封 くさ 北 ロ 
ぎみ ペー マツ 桂 謀 S ら て て 巧 千 デミ 北 ロ の 


きこ 


見 を よう な 、 フ ラ 
ー ト ウ の 後頭 部 。 
ネジ 止め か や 


@ ク ラー トゥ 腕 


、。 導 人 2 イタ 6 を 


指 か ら ツ メ に 。 ネジ (リベット マ ) 止 4 
が 雰囲気 を 出し て いる (鉄人 み だ い )』 


ル ジ ュ テ の 村 一 憩い 一 巨大 飛行 船 


\ ぇ (3 ) 
YO Gte) 
ex (4+O ) 


屋 - き の イ / 
| ン パ 飛 ヤマ っ 
[ の 0/ 妊 t 
MK 
Ka アル 】 
/ ア /2 


る 7 ダ 


< か を て ん て 


いこ > 


ぃ ふう ユー 
偽 う YAt 
いう TY 


1 カ > ) 


MstuT 
E が や 


さい も そい 

A ヽ > らき 

っ う 
で 


YAM 


Wy8 る 1 
MC プ 


(ツテ シュ 


(9 +u7 ) 


13 て fp 
<2 ま 3 
攻 と が 


は ポタ 6 PT 
も 
NN きれ 9 タ ぁ か 
ュー ビー く か し ュー トド 
只 ゆ 0 「 人 な る た わ 
ず ア /z 
⑦4 と ") OF や で > も 
も で 。E う で | IAD72e 
eo いう の 
ar1.11 〈 
5 必 る 9 
よる ゅ ふ = ゃ ャ 
3 に 全 斑 人 さ 
内 勿 み UtW い い た 
A で 4 て 


(79 


| が f2 


TUG7 川 


の 3 て 
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見 せ て いる の だ 。 
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